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 本研究の展開は下の図 1.1 に示した通りである。2 章では、社会的排除、アクセシビリ
ティ、ソーシャル・キャピタルの 3 つの概念について整理する。3 章では中山間地域にお




図 1.1 本研究の展開 
 
1 章 社会的排除の防止についての序論 
  
2 章 諸概念の整理 ①社会的排除 
             ②アクセシビリティ 
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3 章 中山間地域の高齢者による外出行動に関する研究（①・③） 
 
   4 章 九州地方の離島におけるアクセシビリティについての研究（①・②）  
 
   5 章 中山間地域の住民による生活情報へのアクセスについての研究（①・②）  
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Hindman, D. (2000) “The rural-urban digital divide”, Journalism and Mass 




































































イギリスでは 1990 年代後半に第 1 期ブレア政権が樹立されたが、このとき行われたの

















表 2.1 は、サービスや活動へのアクセスに対する 5 つの主要な障壁としてこの報告書で
挙げられた事柄を整理したものである。ここでは、公共交通の利用者が直面している障壁
                                                 




























































                                                 
2 岩田（2008）、序章、p.11、13～14 行目を引用。 
3 前掲書、序章、p.11、15～17 行目を引用。 
4 前掲書、序章、p.12、5～6 行目を引用。  
5 Kenyon et al.（2002）、p.209 より引用。 






























Hodgson と Turner は空間的な排除に、質の高くない交通サービスが拍車をかけると述べ
                                                 
7 Hodgson and Turner（2003）、p.268 より引用。 
9 
 
ている。Preston は社会的排除の多面性と実際のサービスの地理的分布の 2 点から、交通
政策が社会的排除の緩和に与える影響は大きくないとしている。  
 

























































                                                 






























シビリティを試算している。ある地区と都市の間に 1 日 3 便のバスが運行されている場合











































以内に到達できる人口が 9 割以上であった一方、高齢者の徒歩圏である 500m 未満の範囲












る。Lange と Norman は、人口に関する他の重要な変数をこのモデルに加えることでモデ
ルのキャパシティが広がるとしている。 








































































2-3-1. Putnam による定義 
 Putnam（1995）9は、伝統的に活気のある市民社会を有すると考えられてきたアメリカ





















                                                 





10 宮川・大守編（2004）、2 章、坂本・山内訳、p.58、17 行目～18 行目より引用。  
11 本文では、アメリカ国内において、年に 1 回以上、近所の人々と交流がある人々の割合
が 1974 年の 72％から 1993 年の 61％に低下していることと、「たいていの人は信頼でき
る」と回答した人々が 1960 年の 58％から 1993 年の 37％に減少していることが述べられ
ている。＜前掲、2 章、坂本・山内訳、p.69、5～7 行目と 10～12 行目を引用＞ 
17 
 
2 種類にソーシャル・キャピタルを分類している。  
 









































































2-4. まとめ  
 













は、この 3 つの概念の相関図である。 
 社会的排除は、個人が所得や消費の面で不利に直面している、つまり貧困に陥っている
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3 章 中山間地域の高齢者による外出行動に関する研究 
 




















                                                 
13 鉄道を例にとると、平成 20 年度から 27 年度において全国の 10 路線、延べ 185.9 営業
キロが廃止になっている。 
データ出典:http://www.mlit.go.jp/common/001137419.pdf 
14 2004 年度から 2014 年度の乗合バスの輸送人員を例にとると、三大都市圏では 2, 683
百万人から 2, 718 百万人に増加しているのに対し、それ以外の地域では 1, 653 百万人か










3-2. 高齢者の交通行動に関する先行研究の整理  
 

































































3-3. 高齢者による外出状況についての聞き取り調査  
 
3-3-1. 調査の概要 
 筆者は 2016 年の 3 月から 9 月にかけて15、埼玉県の西部に位置するときがわ町と越生















                                                 
15 筆者は 2016 年 3 月 28 日（月）にときがわ町椚平地区、4 月 10 日（日）に同町西平地
区、5 月 15 日（日）にときがわ町関堀地区をそれぞれ訪問した。また、9 月 11 日（日）
には越生町越生地区で調査を行った。 
16 (1) 急傾斜農地割合 50%以上又は林野率 75%以上、 (2) 農林地面積割合 81%以上又は
15 歳以上農林業従事者が人口の 10%以上のいずれかの条件に当てはまる地域。ときがわ
町では都幾川地区、越生町では梅園地区がそれぞれ指定されている。 
参考ホームページ：  https://www.pref.saitama.lg.jp/a0902/nousanson/index.html 




図 3.1 回答者の属性 
 
 
図 3.2 趣味の会・知人訪問の状況 
 
 
図 3.2 は、趣味の会への参加や知人の訪問の状況をまとめたものである。回答者 10 人
のうち、趣味の会に参加していると答えたのは 5 人であった。なお、このうち運転免許を
保有しているのは 2 人であった。活動場所や訪問先については、10 人中 9 人が自分の居住
する町内であると答えた。内訳は運転免許ありが 5 人、免許の取得経験なしが 4 人である。
移動手段については、免許を保有している 5 人のうち 3 人が自ら運転して趣味の会や知人
訪問に出かけていると回答した。また、自家用車を運転して外出する場合と徒歩で外出す
る場合があると答えた回答者が 1 人いた。 








































































人、知人の自動車に同乗する回答者が 1 人であった。つまり、10 人中 7 人が自動車でこの
ような外出を行っているのである。一方、週 1 日以上の頻度で活動や知人の訪問を行って
いる高齢者は 3 人に留まった。 
 




挙げたのは 3 人であった。一方、町外を挙げた回答者は 4 人と、趣味の会や知人の訪問に
比べて町外に行くケースが多かった。移動手段については、運転免許を保有するグループ
では自分で運転するという回答が 3 人、家族が運転する自動車に同乗するという回答が 1
人であった。また、運転免許の取得経験がないグループでは、家族が運転する車に同乗す
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4 章 九州地方の離島における 
アクセシビリティについての研究 
 














されている 57 の島である。 
 




















































4-3. 離島地域における生活関連施設の設置状況  
 表 4.1 は、長崎県と鹿児島県のそれぞれの離島に位置する生活関連施設の設置数をまと
めたものである。また、図 4.1 は長崎県の、図 4.2 は鹿児島県のそれぞれの離島における
生活関連施設の設置数を表した棒グラフである。1 島当たりの高校の平均設置数は 0.49 な
ので、高校があるのは 2 島に 1 島程度であるといえる。なお、学科の設置数は普通科が 0.43、
その他の学科・コースが 0.47 と大差はなかった。一方、医療機関の平均設置数は 3.04 で
あった。診療科別に見ていくと、内科の平均設置数は 2.25、外科は 1.17 であり、全ての
島に設置されている計算になるほど多く設けられている。しかし、整形外科、小児科、歯
科、皮膚科、眼科のそれぞれの平均設置数は 1 以下であり、内科と外科に比べるとアクセ




















県名 島名 施設数 高校数 医療機関数 スーパー数
普通科 専門学科 内科 外科 整形外科 小児科 歯科 眼科 皮膚科 その他診療科
長崎県 対馬島 23 3 3 2 9 8 5 3 4 1 3 3 28 11
壱岐島 18 2 1 3 8 6 4 6 3 2 1 2 32 8
大島（壱岐市） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
原島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
長島 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
的山大島 3 0 0 0 3 4 2 0 1 1 0 0 1 0
度島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0
青島（松浦市） 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
黒島（松浦市） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
飛島 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
福江島 37 3 2 3 24 15 6 6 6 3 3 4 27 10
奈留島 5 1 1 0 2 2 1 1 1 0 1 1 5 2
前島 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
中通島 23 2 2 2 10 4 4 4 4 5 3 1 15 11
若松島 2 0 0 0 2 1 1 0 1 1 0 0 0 0
平島（西海市） 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0
江島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0
松島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
池島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
小値賀島 2 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0
宇久島 2 1 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
黒島（佐世保市） 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0
高島（佐世保市） 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
嵯峨ノ島 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0
黄島 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0
赤島 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0
久賀島 2 0 0 0 2 1 1 0 1 0 0 0 0 0
椛島 2 0 0 0 2 2 2 0 2 1 0 0 0 0
高島（長崎市） 2 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1
鹿児島県 種子島 22 2 2 3 9 6 4 4 2 2 2 3 29 11
屋久島 21 2 2 1 10 7 3 1 1 3 4 1 16 9
口永良部島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
竹島 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0
硫黄島 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0
黒島（三島村） 2 0 0 0 2 2 2 0 2 0 0 0 0 0
中之島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
口之島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
諏訪之瀬島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
悪石島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
平島（十島村） 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
宝島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
小宝島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
奄美大島 28 4 3 6 9 7 6 6 5 2 5 4 63 15
与路島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
請島 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
喜界島 13 1 1 1 6 3 1 1 1 3 1 1 15 6
加計呂麻島 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0
沖永良部島 21 1 1 1 10 6 2 3 5 4 2 1 20 10
徳之島 22 2 2 3 9 5 3 2 4 3 1 1 23 11
与論島 11 1 1 0 5 3 2 2 2 2 2 1 12 5
獅子島 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
上甑島 8 0 0 0 3 3 1 0 0 1 2 0 2 5
下甑島 8 0 0 0 7 6 2 0 2 1 1 0 2 1
一島当たり平均設置数 5.72 0.49 0.43 0.47 3.04 2.25 1.17 0.74 1.02 0.74 0.62 0.43 5.53 2.19
37 
 
図 4.1 長崎県の離島における生活関連施設の設置数  
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高校数 医療機関数 スーパー数 
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表 4.2 長崎県と鹿児島県の離島概要 
 九州本土までの所要時間 



























































えたパターン（施設なし→1 か所アクセス可、施設なし→2 か所以上アクセス可、1 か所の
みアクセス可→複数アクセス可）に該当する島の人口24（高校の場合は 3 年前の中学生数25）
                                                 







21 2017 年 9 月時点（夏季ダイヤ）の水曜日の時刻表を用いた。  
22 曜日によって診療時間が異なる場合は、水曜日の時間を仮定している。  
23 医療機関における活動必要時間の設定は、先行研究の原田ら（2006）に準じた。 




















 表 4.3は、2県の離島における高校通学に対するアクセシビリティを示したものである。  
普通科高校のない島における対象年齢者は 340 人であり、うち 219 人は現行の離島航路
ダイヤと高校配置では普通科に通学できない。これは普通科がない島の対象者のうちの
64%に相当する。普通科高校がない島の対象者のうち、現行の離島航路ダイヤでは 121 人
（36%）が普通科高校に通える。始発便を 1 時間繰り上げた仮想ダイヤでは、さらに 19
人（6%）が複数の普通科高校を選択できる。一方、普通科高校が 1 校ある島の対象者の
7%（人口 15,000 人以下の島に限れば 13%）にあたる 133 人が、仮想ダイヤの下で通学可
能な高校を増やすことができる。 
 専門学科やコースへの通学について見ると、これらがない島の対象者は 673 人である。
現行ダイヤでは、このうち 87 人（13%）が単独または複数の専門学科に通学できる。専
門学科がある島については、現行ダイヤではアクセス可能な学科数は増えない。しかし、




 つまり、現行の離島航路ダイヤは 1 校目の普通科高校へのアクセスを改善する効果があ
                                                                                                                                                        





表 4.3 長崎県・鹿児島県の離島における高校通学へのアクセシビリティ変化（単位：人） 







0→0 219 200 
0→1 121 0 
0→2 以上  0 19 
1→1 1,914（1,027）  1,902（1,015）  
1→2 以上  0 133 







0→0 586 567 
0→1 64 0 
0→2 以上  23 19 
1→1 1,075 1,075 
1→2 以上  0 64 
2 以上→2 以上  7,371（81）  7,394（104）  
（備考）カッコ内の数値は人口 15,000 人以上の離島の生徒数を除いたもの 
 
 なお、始発便を 30 分だけ早めた場合についてもアクセス改善の効果を集計したが、そ




 表 4.4 は、指定区間26における運航時刻の指定、国庫補助航路27、公営航路のそれぞれの























時刻指定 国庫補助航路 公営航路 




















































































 国庫補助航路がある島は、現行ダイヤに従えば普通科、専門学科ともに 87 人が通学で
きる。また、仮想ダイヤならば通学先を複数から選択できる可能性が高くなる。一方、国
庫補助航路のない島では現行ダイヤでは 34 人が普通科高校に 1 校通えるのみであり、仮
                                                                                                                                                        












表 4.5 長崎県・鹿児島県の離島における通院・買い物へのアクセシビリティ変化  
（単位：人） 
アクセス数変化  内科  内科以外  スーパー 
0→0 26 752 4,603 
0→1 89 0 0 
0→2 以上  453 1,886 9,245 
1→1 3,382 807 0 
1→2 以上  8,832 1,749 3,001 







※カッコ内の数値は人口 15,000 人以上の離島の人口を除いたもの 
 
 表 4.5 は、長崎県と鹿児島県の離島における通院と買い物へのアクセシビリティを集計
したものである。2 県の離島において、内科に日帰りでアクセスできない住民は 26 人であ
るが、内科以外の診療科には 752 人が日帰りで通院できない。これらは、2 県の離島全体
の人口においてはそれぞれ 0.01%、0.2%（人口 15,000 人未満の島の人口比では 0.04%、
1.2%）にあたる。 
内科への通院のアクセシビリティについて見てみると、8,832 人は現行の離島航路ダイ





れぞれのアクセシビリティは 1,886 人、1,749 人であり、大きな差はない。 
スーパーへの買い物については、スーパーがない島の住民は 13,868 人である。これは、
2 県の離島人口全体の 1.5%、人口 15,000 人未満の島の人口の 7.2%に達する。このうち、
















時刻指定 国庫補助航路 公営航路 




0→1 62 27 73 16 89 0 
0→2 以上  381 72 453 0 325 128 




0→1 0 0 0 0 0 0 
0→2 以上  778 1,108 1,306 580 775 1,111 




0→1 0 0 0 0 0 0 
0→2 以上  1,769 7,496 7,933 1,332 3,127 6,138 
1→2 以上  454 2,547 454 2,547 0 3,001 
 
また、島内に１か所内科がある場合において通院の選択肢が増える効果が、国庫補助航
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付録 1 長崎県・鹿児島県における離島航路の運航ダイヤ（現行・仮想）  
 







航路名 運航会社 島名（港名） 往路時刻↓ 仮想往路時刻（1時間前）↓ 復路時刻↑ 仮想復路時刻（1時間後）↑
対馬島（厳原）→博多 九州郵船 対馬島（厳原） 6:45 5:45 19:40 20:40
壱岐島（芦辺） 7:55 6:55 18:35 19:35
博多 9:00 8:00 17:25 18:25
壱岐島（印通寺）→唐津東 九州郵船 壱岐島（印通寺） 8:20 7:20 20:05 21:05
唐津東 10:00 9:00 18:20 19:20
大島・長島・原島→壱岐島（郷ノ浦） 壱岐市役所 大島 6:40 5:40 18:30 19:30
長島 6:51 5:51 18:20 19:20
原島 7:02 6:02 18:07 19:07
大島 7:13 6:13 ↑ ↑
渡良浦 7:34 6:34 17:53 18:53
壱岐島（郷ノ浦） 7:45 6:45 17:40 18:40
鷹島（阿翁）→松浦（御厨） 鷹島汽船 鷹島（阿翁） 6:20 5:20 18:45 19:45
黒島（松浦市） 6:35 5:35 18:33 19:33
鷹島（船唐津） 7:00 6:00 18:08 19:08
青島 7:15 6:15 17:53 18:53
松浦（御厨） 7:35 6:35 17:30 18:30
鷹島（殿ノ浦）→松浦（今福） 鷹島汽船 鷹島（殿ノ浦） 6:25 5:25 19:05 20:05
飛島 6:38 5:38 18:55 19:55
松浦（今福） 6:50 5:50 18:40 19:40
福江島（福江）→長崎 九州商船 福江島（福江） 7:30 6:30 18:20 19:20
中通島（奈良尾） 8:05 7:05 17:50 18:50
長崎 9:20 8:20 16:30 17:30
福江島（福江）→佐世保 五島産業汽船 福江島（福江） 7:30 6:30 18:35 19:35
佐世保 9:25 8:25 16:40 17:40
福江島（福江）→長崎 九州商船 福江島（福江） 8:00 7:00 20:00 21:00
（フェリー） 中通島（奈良尾） 9:05 8:05 ↑ ↑
長崎 11:45 10:45 16:50 17:50
福江島（福江）→長崎 九州商船 福江島（福江） 7:30 6:30 18:20 19:20
（ジェットフォイル） 中通島（奈良尾） 8:00 7:00 17:50 18:50
長崎 9:20 8:20 16:30 17:30
若松島・奈留島→福江島（福江） 五島旅客船 若松島 10:30 9:30 14:40 15:40
奈留島（奈留） 11:20 10:20 13:45 14:45
福江島（福江） 12:15 11:15 13:00 14:00
奈留島→福江島（福江） 五島旅客船 奈留島（奈留） 6:35 5:35 18:00 19:00
福江島（福江） 7:20 6:20 17:15 18:15
前島→奈留島 五島市役所 前島 7:10 6:10 18:35 19:35
奈留島（笠松） 7:18 6:18 18:27 19:27
奈留島（奈留） 7:25 6:25 18:20 19:20
嵯峨ノ島→福江島（貝津） 嵯峨島旅客船 嵯峨島 8:10 7:10 16:58 17:58
福江島（貝津） 8:23 7:23 16:45 17:45
黄島・赤島→福江島（福江） 黄島海運 黄島 8:25 7:25 14:37 15:37
赤島 8:32 7:32 14:25 15:25
福江島（福江） 9:00 8:00 14:00 15:00
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表 4.8 長崎県の離島航路ダイヤ（2） 
 
 
航路名 運航会社 島名（港名） 往路時刻↓ 仮想往路時刻（1時間前）↓ 復路時刻↑ 仮想復路時刻（1時間後）↑
久賀島→福江島（福江） 木口汽船 久賀島（奥浦） 7:30 6:30 14:54 15:54
(ソレイユ） 久賀島（田の浦） 7:49 6:49 14:09 15:09
福江島（福江） 8:34 7:34 13:35 14:35
久賀島（田の浦）→福江島（福江） 木口汽船 久賀島（田の浦） 9:35 8:35 17:05 18:05
（シーガル） 福江島（福江） 9:55 8:55 16:45 17:45
椛島（伊富貴）→福江島（福江） 木口汽船 椛島（伊富貴） 8:05 7:05 16:54 17:54
福江島（福江） 8:24 7:24 16:35 17:35
中通島（有川）→長崎 九州商船 中通島（有川） 7:30 6:30 18:23 19:23
（高速船） 長崎 9:30 8:30 15:43 16:43
中通島（鯛ノ浦）→長崎 五島産業汽船 中通島（鯛ノ浦） 8:00 7:00 18:30 19:30
（高速船） 長崎 9:30 8:30 17:00 18:00
中通島（有川）→佐世保 九州商船 中通島（有川） 6:25 5:25 18:35 19:35
小値賀島（小値賀） 7:05 6:05 18:00 19:00
宇久島（宇久平） 7:30 6:30 17:35 18:35
佐世保 8:50 7:50 16:10 17:10
宇久島（宇久平）→佐世保 九州商船 宇久島（宇久平） 6:55 5:55 20:35 21:35
小値賀島（小値賀） 7:40 6:40 19:55 20:55
佐世保 10:20 9:20 17:10 18:10
大島（小値賀町）→小値賀島（笛吹） 小値賀町役場 大島（小値賀町） 7:05 6:05 17:40 18:40
小値賀島（笛吹） 7:15 6:15 17:30 18:30
六島・野崎島（小値賀町）→小値賀島（笛吹）小値賀町役場 六島（小値賀町） 7:50 6:50 15:05 16:05
野崎島（小値賀町） 8:00 7:00 14:50 15:50
小値賀島（笛吹） 8:25 7:25 14:30 15:30
納島（小値賀町）→小値賀島（柳） 小値賀町役場 納島（小値賀町） 7:15 6:15 17:57 18:57
小値賀島（柳） 7:22 6:22 17:50 18:50
度島（本村）→平戸 平戸市役所 度島（本村） 7:00 6:00 18:00 19:00
度島（飯盛） 7:10 6:10 17:45 18:45
平戸 7:45 6:45 17:15 18:15
的山大島（的山）→平戸 平戸市役所 的山大島（的山） 7:00 6:00 18:55 19:55
平戸（田平） 7:50 6:50 ↑ ↑
平戸 8:05 7:05 18:10 19:10
平島→佐世保 崎戸商船 平島 6:51 5:51 ― ―
（偶数日） 中通島（友住） 7:16 6:16 16:53 17:53
平島 7:43 6:43 16:33 17:33
江島 8:32 7:32 15:45 16:45
崎戸 9:32 8:32 14:45 15:45
佐世保 10:45 9:45 13:30 14:30
平島→佐世保 崎戸商船 平島 ― ― 17:20 18:20
（奇数日） 中通島（友住） 7:16 6:16 16:53 17:53
平島 7:43 6:43 16:33 17:33
江島 8:32 7:32 15:45 16:45
崎戸 9:32 8:32 14:45 15:45
佐世保 10:45 9:45 13:30 14:30
松島（釜浦）→西海（瀬戸） 西海市役所 松島（釜浦） 7:00 6:00 22:25 23:25
西海（瀬戸） 7:15 6:15 22:10 23:10
松島（樫の浦）→西海（瀬戸） 江崎海陸運送 松島（樫の浦） 7:40 6:40 18:15 19:15
西海（瀬戸） 7:55 6:55 18:00 19:00
池島→西海（瀬戸） 西海沿岸商船 池島 6:44 5:44 18:36 19:36
(フェリー） 西海（瀬戸） 7:12 6:12 18:08 19:08
池島→佐世保 西海沿岸商船 池島 8:35 7:35 15:57 16:57
（高速船） 西海（瀬戸） ↓ ↓ 15:34 16:34
松島 8:47 7:47 15:26 16:26
大島（西海） 9:08 8:08 15:06 16:06
佐世保 9:31 8:31 14:40 15:40
高島→長崎 長崎汽船 高島（長崎市） 6:27 5:27 21:39 22:39
伊王島 6:45 5:45 21:27 22:27
神ノ島 6:57 5:57 ↑ ↑
長崎 7:09 6:09 21:05 22:05
黒島・高島→佐世保（相浦） 黒島旅客船 黒島（佐世保市） 6:40 5:40 17:50 18:50
高島（佐世保市） 7:05 6:05 17:20 18:20
佐世保（相浦） 7:30 6:30 17:00 18:00
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航路名 運航会社 島名（港名） 往路時刻↓ 仮想往路時刻（1時間前）↓ 復路時刻↑ 仮想復路時刻（1時間後）↑
種子島（西之表）→鹿児島 種子屋久高速船 種子島（西之表） 7:00 6:00 18:35 19:35
（トッピー＆ロケット） 鹿児島 8:35 7:35 17:00 18:00
屋久島（宮之浦）→鹿児島 種子屋久高速船 屋久島（宮之浦） 7:00 6:00 19:00 20:00
（トッピー＆ロケット） 鹿児島 9:35 8:35 16:00 17:00
種子島（西之表）→指宿 種子屋久高速船 種子島（西之表） 15:00 14:00 10:50 11:50
（トッピー＆ロケット） 指宿 16:05 15:05 8:30 9:30
屋久島（宮之浦）→指宿 種子屋久高速船 屋久島（宮之浦） 17:00 16:00 9:45 10:45
（トッピー＆ロケット） 指宿 18:15 17:15 8:30 9:30
種子島(西之表）→屋久島（宮之浦） 種子屋久高速船 種子島（西之表） 9:40 8:40 16:50 17:50
（トッピー＆ロケット） 屋久島（宮之浦） 10:30 9:30 16:00 17:00
屋久島（宮之浦）→種子島（西之表） 種子屋久高速船 屋久島（宮之浦） 7:00 6:00 18:30 19:30
（トッピー＆ロケット） 種子島（西之表） 7:50 6:50 17:40 18:40
種子島（西之表）→鹿児島 コスモライン 種子島（西之表） 14:00 13:00 12:10 13:10
鹿児島 17:30 16:30 8:40 9:40
屋久島（宮之浦）→鹿児島 岩崎産業 屋久島（宮之浦） 8:10 7:10 7:00 8:00
種子島（西之表） 11:00 10:00 5:00 6:00
鹿児島 14:40 13:40 18:00 19:00
屋久島（宮之浦）→口永良部島 屋久島町役場 屋久島（宮之浦） 8:10 7:10 12:10 13:10
（偶数日） 口永良部島 9:50 8:50 10:30 11:30
屋久島（宮之浦）→口永良部島 屋久島町役場 屋久島（宮之浦） 13:00 12:00 16:50 16:50
（奇数日） 口永良部島 14:40 13:40 15:10 16:10
屋久島（宮之浦）→種子島（島間） 屋久島町役場 屋久島（宮之浦） 13:00 12:00 15:50 16:50
（偶数日） 種子島（島間） 14:05 13:05 14:45 15:45
屋久島（宮之浦）→種子島（島間） 屋久島町役場 屋久島（宮之浦） 9:00 8:00 11:50 12:50
（奇数日） 種子島（島間） 10:05 9:05 10:45 11:45
下甑島（長浜）→川内 甑島商船 下甑島（長浜） 10:30 9:30 16:20 17:20
上甑島（里） ↓ ↓ ↑ ↑
川内 11:40 10:40 15:10 16:10
下甑島（長浜）→串木野 甑島商船 下甑島（長浜） 7:45 6:45 19:05 20:05
下甑島（鹿島） 8:30 7:30 ↑ ↑
上甑島（里） 9:30 8:30 18:05 19:05
串木野 10:45 9:45 16:40 17:40
獅子島（片側）→長島（諸浦） 天長フェリー 獅子島（片側） 6:45 5:45 18:45 19:45
長島（諸浦） 7:05 6:05 18:25 19:25
奄美大島（古仁屋）→加計呂麻（瀬相） 瀬戸内町役場 奄美大島（古仁屋） 7:00 6:00 18:30 19:30
加計呂麻島（瀬相） 7:25 6:25 18:05 19:05
加計呂麻島（瀬相）→奄美大島（古仁屋） 瀬戸内町役場 加計呂麻島（瀬相） 7:35 6:35 17:55 18:55
奄美大島（古仁屋） 8:00 7:00 17:30 18:30
奄美大島（古仁屋）→加計呂麻島（生間） 瀬戸内町役場 奄美大島（古仁屋） 8:10 7:10 16:50 17:50
加計呂麻島（生間） 8:30 7:30 16:30 17:30
加計呂麻島（生間）→奄美大島（古仁屋） 瀬戸内町役場 加計呂麻島（生間） 8:40 7:40 15:45 16:45
奄美大島（古仁屋） 9:00 8:00 15:25 16:25
与路島（与路）→奄美大島（古仁屋） 瀬戸内町役場 与路島（与路） 7:00 6:00 16:10 17:10
（火～金ダイヤ） 請島（池池） 7:25 6:25 15:35 16:35
請島（請阿室） 7:45 6:45 15:15 16:15
奄美大島（古仁屋） 8:40 7:40 14:30 15:30
与路島（与路）→奄美大島（古仁屋） 瀬戸内町役場 与路島（与路） 8:00 7:00 16:10 17:10
(月ダイヤ） 請島（池池） 8:25 7:25 15:35 16:35
請島（請阿室） 8:45 7:45 15:15 16:15
奄美大島（古仁屋） 9:40 8:40 14:30 15:30
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付録 2 長崎県・鹿児島県の離島地域にある生活関連施設リスト  
 











内科, 血液内科, リウマチ科, 外科,
精神科, 神経内科, 脳神経外科, 消化器科,
循環器科, 小児科, 整形外科, 皮膚科,
泌尿器科, 産婦人科, 眼科, 耳鼻いんこう科,
リハビリテーション科, 放射線科, 麻酔科
長崎県上対馬病院
内科, 外科, 精神科, 神経内科, 脳神経外科,




今屋敷ことう診療所 内科, 外科, 消化器科, 肛門科, 眼科
東島医院 内科, 外科, 皮膚科, 肛門科
三根診療所 婦人科, 産科, 内科
すとう内科医院 内科, 消化器科, 小児科, 放射線科
佐賀診療所 内科、小児科
壱岐島 長崎県壱岐病院
内科, 外科, 精神科, 脳神経外科, 呼吸器科,
消化器科, 循環器科, 小児科, 整形外科, 皮膚科, 泌尿器科, 産婦人科,
眼科, 耳鼻いんこう科, リハビリテーション科, 放射線科, 麻酔科
赤木病院 内科, 精神科, 整形外科, 婦人科
品川病院
内科, 小児科, 外科, 整形外科, 産婦人科, 消化器科, 泌尿器科, 脳神
経外科, アレルギー科, リウマチ科, リハビリテーション科
光武内科循環器科病院
内科, 血液内科, 神経内科, 呼吸器科, 消化器科, 循環器科, 整形外科,
皮膚科, 糖尿病内科
品川外科病院 内科, 外科, 消化器科, 循環器科, 小児科, 整形外科,皮膚科
















内科, 外科, 精神科, 神経内科, 脳神経外科,
小児科, 整形外科, 皮膚科, 泌尿器科, 産婦人科, 眼科, 耳鼻いんこう
科, リハビリテーション科, 放射線科




郡家病院 内科, 外科, 消化器外科, 整形外科, 肛門科
聖マリア病院
内科, 呼吸器科, 消化器科, 小児科,
リハビリテーション科
ダケ眼科クリニック 眼科











山田医院 内科, 整形外科, リハビリテーション科
山本皮膚科医院 皮膚科
虎島医院 内科、皮膚科
玉之浦町国民健康保険診療所 内科, 外科, 小児科

















嵯峨ノ島 三井楽町国民健康保険診療所嵯峨島出張診療所 内科, 外科, 小児科
黄島 五島市国民健康保険黄島診療所 内科, 外科, 小児科
赤島 五島市国民健康保険黄島診療所赤島分院 内科, 外科, 小児科







椛島 五島市伊福貴診療所本窯分院 内科, 外科, 小児科
五島市伊福貴診療所 内科, 外科, 小児科, 歯科
中通島 長崎県上五島病院
内科, 外科, 精神科, 神経内科, 消化器科,
小児科, 整形外科, 皮膚科, 泌尿器科, 産婦人科, 眼科, 耳鼻いんこう
科, リハビリテーション科, 放射線科, 麻酔科
長崎県上五島病院附属診療所
奈良尾医療センター




内科, 外科, 小児科, 整形外科,
リハビリテーション科
新上五島歯科診療所 歯科、小児歯科
新上五島町立崎浦地区へき地診療所 内科, 外科, 小児科, 整形外科
戸田眼科医院 眼科




若松島 新上五島町若松国民健康保険診療所 内科, 外科, 小児科
新上五島町立若松歯科診療所 歯科
小値賀島 小値賀歯科診療所 歯科、小児歯科























内科, 外科, 心療内科, 脳神経外科,
 消化器外科, 消化器科, 循環器科,
小児科, 整形外科, 皮膚科, 眼科,
耳鼻いんこう科, リハビリテーション科, 救急科
ともファミリークリニック
内科, 外科, 循環器科, 糖尿病内科, リハビリテー
ション科, ペインクリニック内科
義順顕彰会種子島医療センター
内科, リウマチ科, 外科, 心療内科, 脳神経外科,呼
吸器科, 消化器科, 循環器科, 小児科, 整形外科,
皮膚科, 泌尿器科, 眼科, 耳鼻いんこう科, 放射線
科, 麻酔科
鎌田歯科医院 歯科
百合砂診療所 リウマチ科, 整形外科, リハビリテーション科
田上診療所 内科, 整形外科, 皮膚科
とうげ歯科医院 歯科, 矯正歯科, 小児歯科
屋久島 屋久島徳洲会病院
内科, 外科, 精神科, 脳神経外科, 循環器科,
小児科, 整形外科, 形成外科, 泌尿器科, 産婦
人科, 眼科, 耳鼻いんこう科, リハビリテーション科,
放射線科, 歯科口腔外科, 麻酔科
































 内科, 外科, 呼吸器科, 消化器科, 循環器科,
小児科, 肛門科, リハビリテーション科, 放射線科
大島郡医師会病院
内科, アレルギー科, リウマチ科, 神経内科, 呼吸
器科, 気管食道科, 消化器内科,
循環器内科, 整形外科, 皮膚科, 耳鼻いんこう科,
リハビリテーション科, 放射線科, 呼吸器・内科, 糖
尿病・内科, 心療内科, 麻酔科, 歯科
名瀬徳洲会病院
内科, 外科, 神経内科, 脳神経外科, 消化器科,
循環器科, 小児科, 整形外科, 形成外科, 泌尿器
科, 産婦人科, 眼科, 耳鼻いんこう科, リハビリテー
ション科, 放射線科, 歯科口腔外科, 麻酔科
笠利病院
内科, 外科, 精神科, 消化器科, 小児科, 整形外科,
皮膚科, 眼科, 耳鼻いんこう科, リハビリテーション
科, 歯科, 歯科口腔外科
鹿児島県立大島病院
内科, 外科, 精神科, 神経内科, 脳神経外科, 消化
器科, 循環器科, 小児科, 整形外科, 皮膚科, 泌尿




内科, リウマチ科, 外科, 呼吸器科, 消化器科, 小
児科, 整形外科, 皮膚科, 泌尿器科, 眼科, 耳鼻い
んこう科, リハビリテーション科, 放射線科
嘉川医院














内科, 外科, 精神科, 神経内科, 脳神経外科, 消化
器科, 循環器科, 整形外科, 皮膚科, 泌尿器科, 婦







内科, 外科, 神経内科, 循環器科, 小児科, 整形外
科, 皮膚科, 泌尿器科, 産婦人科, 眼科, 耳鼻いん
こう科, リハビリテーション科, 麻酔科
大蔵医院 内科, 胃腸科, 循環器科, 小児科 
日吉歯科医院 歯科
町田医院 内科, 消化器科, 胃腸科, 小児科
福山医院 内科, 小児科, リハビリテーション科
朝戸医院 内科, 外科, 消化器科, 眼科, 整形外科
本部医院






内科, 外科, 神経内科, 脳神経外科, 呼吸器科, 消
化器科, 循環器科, 小児科, 整形外科, 形成外科,
皮膚科, 泌尿器科, 肛門科, 産婦人科, 眼科, 耳鼻








伊仙クリニック 内科, 外科, 小児科, リハビリテーション科 
徳之島診療所 内科, 胃腸科, 小児科























内科, 外科, 精神科, 脳神経外科, 循環器科, 小児




























所在地 店舗名 開店時間 閉店時間 備考











壱岐島 スーパーバリューイチヤマ本店 8:00 0:00
スーパーバリューイチヤマ本町店 9:00 18:00
スーパーヤマグチ八畑店 8:00 0:00















奈留島 スーパー新鮮館すずらん － －
ふじやセンター　ココマート － －











若松島 ごとう農業共同組合　Aコープ若松店 － －
高島（長崎市） 有限会社スーパー高島 － －
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所在地 店舗名 開店時間 閉店時間 備考
種子島 プラッセだいわ　種子島店 9:30 21:00 日曜日は9：00～21：00



















奄美大島 だいわ大熊店 0:00 0:00 24時間営業



































所在地 店舗名 開店時間 閉店時間 備考































下甑島 フレッシュポート江口　鹿島店 ― ―
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表 4.20 長崎県・鹿児島県の離島に設置されている高校  
県名  所在地  学校名  学科（コース）  
長崎県  対馬島  
  
  
長崎県立対馬高等学校  普通科（普通、国際文化交流）、商業科  
長崎県立上対馬高等学校  普通科  
長崎県立豊玉高等学校  普通科  
壱岐島  
  
長崎県立壱岐高等学校  普通科（普通、東アジア歴史・中国語）  




長崎県立五島高等学校  普通科（普通、スポーツ）、衛生看護科  
長崎県立五島南高等学校  普通科  
長崎県立五島海陽高等学校  総合学科  
奈留島  長崎県立奈留高等学校  普通科  
中通島  
  
長崎県立上五島高等学校  普通科、電気情報科  
長崎県立中五島高等学校  普通科、商業科  
小値賀島  長崎県立北松西高等学校  普通科  
宇久島  長崎県立宇久高等学校  普通科  
鹿児島県  種子島  
  
鹿児島県立種子島高等学校  普通科、生物生産科、電気科  
鹿児島県立種子島中央高等学校  普通科、情報処理科  
屋久島  
  
鹿児島県立屋久島高等学校  普通科、情報ビジネス科  





鹿児島県立大島高等学校  普通科  
鹿児島県立奄美高等学校  機械電気科、商業科、情報処理科、家政科、衛生
看護科  
鹿児島県立大島北高等学校  普通科、情報処理科  
鹿児島県立古仁屋高等学校  普通科  
喜界島  鹿児島県立喜界高等学校  普通科、商業科  
徳之島  
  
鹿児島県立徳之島高等学校  普通科、総合学科  
樟南第二高等学校（私立）  普通科、商業科、工業科  
沖永良部島  鹿児島県立沖永良部高等学校  普通科、商業科  
与論島  鹿児島県立与論高等学校  普通科  
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付録 3 アクセシビリティの集計結果（グラフ） 
 
図 4.3 高校通学へのアクセシビリティ 
 
 




















0→1 0→2以上 1→2以上 0→1 0→2以上 1→2以上 







































図 4.5 国庫補助の有無と高校通学へのアクセシビリティ  
 
 



















































































































































































































































































図 4.7 公営航路の有無と高校通学へのアクセシビリティ  
 
 





















































































































































































































































































図 4.9 時刻指定の有無と高校通学へのアクセシビリティ  
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5 章 中山間地域の住民による 
生活情報へのアクセスについての研究 
 























                                                 
28 「中山間地域とは：農林水産省」より引用。  
（http://www.maff.go.jp/j/nousin/tyusan/siharai_seido/s_about/cyusan/） 





















































































































                                                 
31 筆者は 2015 年 4 月 13 日（月）に飯能市の原市場地区、4 月 16 日（木）に吾野地区、
4 月 20 日（月）に名栗地区、7 月 19 日（日）に中藤地区で調査をそれぞれ実施した。ま
た、8 月 1 日（土）にはときがわ町の西平地区で調査を行った。  
32 総人口に占める 65 歳以上の人口の比率である高齢化率について述べると、平成 22 年度
の国勢調査での飯能市とときがわ町の高齢化率はそれぞれ 23.3％、25.6％であった。同年
の全国平均が 23.0％であったので、これらの 2 自治体の高齢化率は平均並みだといえる。
また、総面積に対する森林の比率である森林率は、平成 24 年度の時点で飯能市が 76％、
ときがわ町が 70％であった。なお、同年の全国の森林率は 67％であった。 
データ出典「統計局ホームページ 平成 22 年国勢調査 解説シリーズ 最終報告書『日

















回答者の性別は、男性は 11 人、女性は 27 人であった。また、同居する家族がいるとい




図 5.1 回答者の年齢（n=38） 
 
 
図 5.2 回答者の職業（n=38） 
 
 
                                                 
34 なお、飯能市の吾野地区にはバス路線が存在しないため、同地区の住民には路線バスの
時刻を調べる方法についての質問を行わなかった。  








が左右されると考えられるため、この 2 つの分野も採用しなかった。 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
20代（2.6） 
40代（7.9） 
50代（26.3） 60代（21.1) 70代（23.7) 80代（18.4） 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
自営業（26.3） 









全回答者 38 人のうち 65 歳以上の高齢者は 20 人で、全体の 52.6％を占めている。これは、
全ての調査地域における実際の高齢化率36を上回るものである。また、図 5.2 は回答者の




図 5.4 はパソコンの利用頻度を、図 5.5 は携帯電話・スマートフォンの利用頻度を回答








                                                 







0% 20% 40% 60% 80% 100%
6～10軒（26.3） 11～15軒（23.7） 
16～20軒(2.6） 21～25軒(13.2） 




5 軒以下 (31.6) 















図 5.6 ごみ収集についての情報収集の手段（n=41・重複回答含む） 
 
 













0% 20% 40% 60% 80% 100%
紙媒体（85.4） 





紙媒体（21.1）  バス停（24.2）  ホームページ（27.3）  特になし（21.2） 
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図 5.8 祭りについての情報を収集する手段（n=45・重複回答含む） 
 
 
図 5.9 イベントについての情報を収集する手段（n=45・重複回答含む） 
 
 






ついて 2 項ロジスティック回帰分析を行った。 
情報収集の手段については、インタビューの回答で挙げられた手段を「口コミ」、「紙媒
体」、「電話」、「ホームページ」の 4 つのグループにまとめ37、グループごとにその手段を
一つ以上選択していれば 1、そうでなければ 0 をそれぞれとるバイナリ変数として設定し
た。そして、「非ホームページ利用」のバイナリ変数も設定し、生活情報の 5 つの分野の
全てにおいてホームページを利用しない回答者には 1、そうでなければ 0 をそれぞれとる
ようにした。 
                                                 
37 「口コミ」は「家族に聞く」と「かかりつけ医の紹介」、「紙媒体」は「バス停」と「掲
示板等」をそれぞれ含む。 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
0% 20% 40% 60% 80% 100%















表 5.1 情報を収集する手段についての相関分析の結果（n=180） 
    情報収集の  
  手段 
 
説明変数 
口コミ（b） 紙媒体（b） 電話（b） ホームページ（b） 
性別（b） -0.197** -0.117 0.066 0.000 
年齢 0.122 0.012 -0.021 -0.494** 
有職（b） -0.081 -0.071 -0.010 0.388** 
自家用車（b） -0.046 -0.073 -0.110 0.043 
同居家族（b） -0.177* 0.051 -0.052 0.132 
LTE カバー（b） 0.043 -0.016 0.107 0.221** 
ケーブルカバー（b） 0.172* 0.018 0.159* 0.022 
周辺民家数 0.173* 0.049 0.262** 0.109 
※1 *：5％有意、**：1％有意 ※2 （b）はバイナリ変数の意 
 
また、パソコン、携帯電話・スマートフォンのそれぞれの利用頻度を「パソコン利用度」、
「モバイル利用度」と名付け、4 段階で設定した  。なお、今回の分析では、モバイル利用
度は通話機能とインターネット機能の両方を含んでいる。他には、年齢、性別（男性：1、
女性：0）、有職（職業あり：1、主婦・無職：0）、自家用車の有無（あり：1、なし：0）、







                                                 
38 この分析に用いたデータの数は、回答者の人数（38 人）に生活情報の種類である 5 を
乗じた 190 から、路線バスの時刻を知る方法を質問しなかった 10 人（飯能市吾野地区の





表 5.2 情報機器の使用度についての相関分析の結果（n=38） 




性別（b） 0.373* 0.147 
年齢 -0.662** -0.312 
有職（b） 0.696** 0.231 
自家用車（b） 0.390* -0.009 
同居家族（b） 0.190 -0.033 
LTE カバー（b） 0.123 0.216 
ケーブルカバー（b） 0.120 0.051 
周辺民家数 0.028 0.052 




者の人数と同じ 38 であった。式 1 はパソコン使用度を被説明変数に、相関分析でパソコ
ン使用度と有意な相関が見られた 4 つの変数を説明変数にそれぞれとった重回帰分析の結




（0.000**） （0.008**） （0.001**） 
+1.129（有職）+0.045（自家用車）……式 1（n=38） 














表 5.3 説明変数間の相関分析（n=38） 














性別（b）  1.000        
年齢  -0.047 1.000       
有職（b）  0.141 -0.519** 1.000      
自家用車
（b）  
0.330* -0.243 0.415** 1.000     
同居家族
（b）  
0.248 -0.255 0.254 0.563** 1.000    
LTE 
カバー（b） 
-0.315 -0.148 0.376* -0.073 -0.097 1.000   
ケーブル  
カバー（b） 
-0.118 0.177 0.208 0.015 -0.298 0.406* 1.000  
周辺  
民家数  
-0.128 0.132 0.121 -0.068 -0.240 0.592** 0.808** 1.000 
※1 *：5％有意、**：1％有意 ※2 （b）はバイナリ変数の意 
 
 式 2 は、非ホームページ利用を被説明変数に、年齢を説明変数にそれぞれ用いて 2 項ロ
79 
 
ジスティック回帰分析を行った結果を示すものである。また、式 3 は式 2 の説明変数を有
職に変えて分析を行った結果を示している。数式中の p_1 はホームページが選択されない










= −15.771 + 0.266(年齢)……式 2（n=38） 
     (0.006**)    (0.005**)   





= 2.833 − 3.239(有職)……式 3 （n=38） 
    (0.006**)  (0.004**)  
※ *：5％有意、**：1％有意  
 
一方、情報機器の使用頻度はホームページの不使用とどのような関係にあるのだろうか。








= 5.466 − 1.824(パソコン利用度)……式 4（n=38） 
    (0.001**)   (0.001**)  





= 1.822 − 0.367(モバイル利用度)……式 5（n=38） 
    (0.114)     (0.275)  






























                                                 
39 本文中に結果を示したもの以外の説明変数を、それぞれ単独で用いて 2 項ロジスティッ
ク回帰分析を行ったものの、有意な結果は得られなかった。また、年齢と有職の両方を説
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表 7.1 住民の行動と情報通信サービスの関係性  
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